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先週 

講壇 次 週 礼 拝 

◇ 本日の集会 ◇ 
〇 CS教師祈祷会  ８時４５分   祈祷室 

〇教会学校礼拝  ９時  ホール・祈祷室 

〇日曜求道者会  ９時１０分  オリーブ 

○聖歌隊練習   ９時半      ろば 

・コーヒータイムはお休みです。 

〇クリスマス愛餐会委員会 礼拝後 祈祷室 

〇墓前礼拝   １５時   

高尾 東京霊園内 教会墓地 

☆神学講演会  １４時   東久留米教会 

講師：田中光教授 

講演：詩編によって祈り、賛美するために 

主催：東京神学大学 西東京地区後援会 

１１月２日(日)１０時半 

 降誕前第８主日礼拝 

説 教 「十字架に映し出される 

人間の正体」 

牧師 古屋治雄 

聖 書 ヨハネによる福音書 

１８:３８ｂ～１９:１９ 

交読詩編 ５０ 

讃 美 歌 21-２、標語の歌、21-２９７、 

21-７９ 

 

 

【聖餐式執行】 

 前 奏  

 招 詞 コリントの信徒への手紙二 

５：１４～１５ 

〇 頌 栄 21-２４（プリント 1頁） 

〇 交読詩編 ９０（１０８頁、プリント 2頁） 

〇 主の祈り (交読詩編に添付、プリント 3頁) 

〇 讃 美 歌 Ⅰ-１０(プリント 4頁) 

〇 使徒信条  (交読詩編に添付、プリント 5頁) 

 聖 書 テサロニケの信徒への手紙一 

４：１３～１８ 

(新約聖書 369頁、プリント6頁) 

 祈 祷  

〇 讃 美 歌 Ⅰ-４７９Ｂ(プリント7頁) 

 説 教 「召された人々と 

一つにされる希望」 

牧師 古屋治雄 

 祈 祷  

〇 讃 美 歌 Ⅰ-３５５(プリント8頁) 

 献 金  

 報 告  

〇 頌 栄 21-２７（プリント 1頁） 

〇 祝 祷  

〇 後 奏  

ご無理のない方は○印でお立ちください。 

１０月２６日(日)１０時半 

 

 

在天会員記念礼拝 
「きみはなにをもっているか」 

マタイによる福音書２５：１４～３０ 

伝道師 太田好則 

◇今の小学生たちの必需品に、辞書、地図、図

鑑、楽器、プリンター、パソコン、タブレット、ゲー

ム機などが挙げられる。こうしたものは飾ってある

だけでは意味がない。使うことが大切である。私

たちが、自分のものと思っているものも、その材

料、原料をたどれば、神様が造られたものであ

る。すべての物を感謝して用いたい。 

◇タラントンのたとえでは、3人の僕にそれぞれ５

タラントン、２タラントン、１タラントンが預けられ

る。だが平等に預けられてはいない。ここでは商

売をする力が問題になっている。この主人は神

様のことで、３人は私たちである。たとえば運動

する力では、Aさんは５タラントン、Bさんは２タラ

ントン、Cさんは１タラントンかもしれないが、別の

力、歌を美しく歌う力だったら、Aさんは１タラント

ンで、Bさんは５タラントン、Cさんが８タラントンか

もしれない。それぞれが違う設計図で作られてい

るから、違う力を、違う割合で持っているのであ

る。それぞれの力を使って、できるだけのことを

すれば、神様は「よくやった」とほめてくださって、

その力をもっと伸ばしてくださる。また苦手なこと

をやらないでいる、というのは、1タラントンの、臆

病な人のようなものである。少しずつでも挑戦し

ていると、うまくできる方法を教えてくれる人が現

れる。 

◇聖書を学び、知識を得た人は、さらに深い知

恵をいただくことができる。信仰に信仰を加えて

いただくことができる。「持っている人はさらに与

えられる」のである。一方、御言葉が自分の中で

しっかりと根を張っていないために、サタンが

やってきて、いつの間にか、与えられている神様

の御言葉を奪い取ってしまうこともある。「持って

いない人は持っているものまで取り上げられる」

のである。聖書を一人で深く読むことは難しい。

「手引きしてくれる人がなければ、どうして分かり

ましょう」というのが実際である。あらゆる機会に

解き明かしを受け、実際の信仰生活の中で御言

葉を生きることが大切である。「御言葉を生きる」

ことはおそらく一生の宿題であろう。 

祈祷課題 「宗教改革記念日を覚えて」 

1517年10月31日はマルティン・ルターが「九十

五箇条の提題」をヴィッテンベルクにある諸聖徒

教会の扉に釘で打ち付けた日とされ、宗教改革

の始まりとされてきました。しかし資料が少なく、確

認できません。ルターが当時の教会をどのように

見ていたか、彼の「宗教改革三大文書」が文庫本

で手に入るので一読をお勧めします。 

☆西東京教区を覚えて―今週は、更生教会 

山口紀子牧師のために祈りましょう。 

◇ 次週主日の集会 ◇ 
〇 CS教師祈祷会  ８時４５分   祈祷室 

〇教会学校礼拝  ９時  ホール・祈祷室 

〇日曜求道者会  ９時１０分  オリーブ 

○聖歌隊練習   ９時半      ろば 

〇讃美歌練習   礼拝後     礼拝堂 

〇コーヒータイム 練習後   玄関ロビー 

〇長老会    １３時１０分   ホール 

〇ニコデモ会  １３時半     礼拝堂 ◇ 今週の集会 ◇ 

〇子育て広場“つぼみ”３０日（木）9時半ホール 

〇聖書に親しむ会  ３０日（木）１９時半 

祈祷室・オンライン 

マルコによる福音書６：３０～５２ 

「安心しなさい」 

祈祷会 ２９日(水) １９時半 

祈祷室・オンライン 

「宗教改革記念日を覚えて」 

エゼキエル書９章 

能登川教会（滋賀県東近江市) 

谷香澄牧師を覚えて 

火曜礼拝 ２８日(火) １５時 祈祷室 

説 教 「律法を完成する主イエス」 

牧師 古屋治雄 

聖 書 マタイによる福音書５：１７～２０ 

交読詩編 １１９：１２１～１３６ 

讃 美 歌 21-５３、21-５０５ 

 



定 期 集 会 案 内 

○主日礼拝   毎週日曜日１０時半 

○火曜礼拝   毎月第２・４火曜日１５時 

○教会学校   毎週日曜日９時 

○祈祷会    毎週水曜日１９時半 

○日曜求道者会 毎週日曜日９時１０分 

○聖書に親しむ会(木曜求道者会) 

       毎週木曜日１９時半 

聖 書 日 課 

○主任牧師   古屋 治雄 

○伝道師    太田 好則 

 教職との面会をご希望の方は電話またはメールで予約の上、お越しください。 

furuya@asagaya-church.com 

ota@asagaya-church.com 

〒 166-0001 東京都杉並区阿佐谷北 5-18-10  
Tel.03(3337)5879  振替  
ホームページ https://www.asagaya-church.com 

教職メール staff@asagaya-church.com 
事務室メール office@asagaya-church.com 

日本基督教団  

阿佐ヶ谷教會  

週   報 
27日(月) 創世記 1:1-19 黙示録 1:1-8 

28日(火) 1:20-2:4a 1:9-20 

29日(水) 2:4b-25 2:1-11 

30日(木) 3:1-15 2:12-17 

31日(金) 3:16-24 2:18-29 

1日(土) 4:1-16 3:1-6 

2日(日) 創世記 4:1-10 1 ヨハネ 3:9-18 

 マルコ 7:14-23 詩編 51:1-11 

◇ 報  告 ◇ 

〇本日「主の証人たち」第 27巻が刊行されました。

教会史資料委員会の皆様、関係者の皆様のご

尽力に感謝します。みもとに召された方々が主

の平安のうちにあることを信じ、地上で生きる私

たちと、天におられる教会員との交わりを神様が

与えてくださったことに感謝し、祈りましょう。 

〇先週 19 日のバザーに大勢の方々が来てくださ

り、盛況でした。皆様のご協力に感謝します。 

〇古屋治雄先生の説教集への説教掲載のご希望

がありましたら、募集要項をお読みの上、用紙

に記入して、受付カウンターの箱にお入れく

ださい。締切は 12月末です。 

2025 年 10 月 26 日(日)              (No.30) 

事実、キリストの愛が私たちを捕らえて離さないのです。私たちは

こう考えました。すなわち、一人の方がすべての人のために死ん

でくださった以上、すべての人が死んだのです。その方はすべ

ての人のために死んでくださいました。生きている人々が、もは

や自分たちのために生きるのではなく、自分たちのために死ん

で復活してくださった方のために生きるためです。 

コリントの信徒への手紙二 ５章１４～１５節 

＜献金等振込先＞ 
・郵便振替 00110-8-196270 
・三菱ＵＦＪ銀行阿佐ヶ谷駅前支店普通 1011835 

◇ 予  告 ◇ 

〇 11月 16日の主日礼拝の中で、子ども祝福式を

行います。お子さん、お孫さんなど普段、教会に

いらしてない方も歓迎します。受付の用紙にご記

入の上、11月 9日までに教職にお申込みくださ

い。メール、電話でも構いません。 

〇 11月 16日礼拝後、ワークデーとクリスマスの飾り

つけを行います。加わってくださる方には軽食を

用意します。短時間ですが、全力で取り組みま

しょう。飾りつけの一部の作業は 22日にも行いま

す。ご協力ください。 

〇 11月 23日 15時から、チャーチコンサート「岩崎

真実子オルガン演奏会～トロンボーン・アンサン

ブルとともに」が礼拝堂で行われます。入場無料 

席上献金あり。 

〇 11 月 30 日の主日礼拝説教は棚村惠子先生が

担当してくださいます。 

〇 11月 30日礼拝後、「阿佐ヶ谷教会の今後を考え

る会(1)」が行われます。 

☆ 11月 30日午後、臨時教区総会が阿佐ヶ谷教会

で行われます。 


